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バス定期券ICカードパイロットプロジェクト

　近年、首都ハノイの交通渋滞が、ますます酷くなってきていると
感じている方は多いのではないでしょうか？
　交通渋滞は、運転するドライバーのストレスはもちろん、燃料コ
ストの上昇、大気汚染、移動時間の増加、近年増え続ける交通事
故など、経済発展の妨げに繋がっています。
　このまま人口増加、自動車の普及が進めば、都市部で深刻な交
通渋滞が起こることは明白であり、経済の活性化と発展に大きな

障害をもたらすことは容易に予想されます。この問題に対して日
本政府はODA（政府開発援助）を通じて、「ハノイ市公共交通改善
プロジェクト」に協力をしています。今回はそのプロジェクトの一環
である「ICカードパイロットプロジェクト」にスポットをあてて取材
しました。

取材協力・資料提供
JICAベトナム事務所
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■背景
　ベトナム政府は、ハノイ市において急速なモータリゼー
ションが進む一方で、道路インフラの整備が進まず、市内
の各地で深刻な渋滞が発生している現状を鑑みて、
2008年に「ハノイ市2020年に向けた交通計画」で都
市鉄道(UMRT：日本（1号線、2号線）、フランス（3号線）、
中国（2A号線））やバス高速輸送システム（BRT:Bus 
Rapid Transit）の計画を発表しました。
　しかし、ハノイ市ではUMRT建設までにはまだ多くの時
間を要するため、その期間の交通渋滞緩和のため、公共バ
スの利用促進が喫緊の課題となりました。
　そこで、ベトナム政府は過去に公共交通管理体制の改
善を支援し、実績のある日本政府に対し、本プロジェクト
への支援要請を出しました。その後、2011年2月末にハ
ノイ市側と合意しプロジェクトが開始されました。
　なお、日本政府は、ODAの考え方として、相手国の自立
発展性を重視するため、単に資金や物を援助するだけで
はなく、日本の技術・ノウハウを生かし、ハード・ソフト両面
で一体的・総合的に協力する「インフラ支援」での協力に
力を入れています。これは、単に鉄道やバスなどの施設の
建設だけではなく、料金徴収システムやその技術・ノウハ
ウも含めたトータルパッケージとしての協力であり、本プ
ロジェクトの過程を通じて、ベトナムの技術者が専門家と
しての能力を向上させ、重要な役割を担うようになること

が、日本にとっても、ベトナムにとっても共にメリットのある支援方法
と考えられています。

■ICカードパイロットプロジェクトの概要
ハノイ公共交通改善プロジェクト協力期間：
2011年7月1日から2015年6月30日

目的：
1、ICカードの本格導入に向け、カードの発行、管理、ソフトウェアの
開発
2、利用者にICカードを利用して頂き、利用者側からの意見をヒアリ
ングする。
3、バスを運行する事業者（運転手、車掌を含む）から見た問題点や
課題を明らかにする。

本格導入後のメリット：
1、キャッシュレス化によるスムーズな乗降と運賃管理、省力化
2、多様な運賃体系に対応
3、運行の効率化（利用者データを元に効率化を図り安い運賃設定
が可能）
4、バス路線計画の見直しへの活用（データを活用して、路線再編の
検討が可能）

主な活動内容：
1、既存定期券をスマートカードに変更

　その後、ハノイ市のイニシアチブにより、他路線への拡大、電子
マネーの導入、BRT、都市鉄道など公共交通ネットワーク全体へ
普及、他分野（金融、流通・サービス等）のICカードとの統合、ベト
ナム全土へ相互利用というような展開が期待されています。

■感想
　「ICカードパイロットプロジェクト」は「ハノイ市公共交通改善プ
ロジェクト」の一環で行うものです。将来的には都市鉄道（1号線、
2号線など）やバス高速輸送システム（BRT）といった公共交通機
関や電子マネーにも応用が可能との事で日本と同じような感覚で
公共交通機関を利用しやすくなるのではないかと思います。
　また、日本のICカード技術は、世界トップレベルのセキュリティ
技術を有しており、その技術・ノウハウについては世界をリードし
ています。近い将来ベトナムでも本格的なICカードの普及が始ま
ると予想されており、今からしっかりと基礎作りとベトナム人技術
者の育成をして、ベトナム社会に合ったシステム・サービスを構築
していくことが重要だと感じました。

　今後、ベトナムの公共交通機関がより快適になり、利用者が増
えることで交通渋滞、交通事故、大気汚染などの緩和に繋がるこ
とが期待されます。
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2、ICカードを20万枚配布（6番線定期と6番線利用を中
心とした全線定期：一般、学生）
3、バス26台に車載器を導入
4、ICカード発行・更新機器を設置（発行所2カ所、更新所
41カ所）
5、カードの確認のために必要な機材・システムを6番線で
運行するバスに整備
6、ICカード導入に係わるソフトウェア開発

関係機関：
＜日本側関係企業＞

＜ベトナム側＞

■10月6日、ICカード導入オープニングセレモニー開催
　ハノイ市Giap Batバスターミナルにおいて、ハノイ市
バス6番線へのICカード導入を記念してオープニングセ
レモニーが開催されました。　

■今後の展開
 ICカードパイロットプロジェクトは、先進国では既に当た
り前のように使われている電子マネーを入れる素地作り
としての活動でもあり、まずは、ハノイ市バス6番線にてカ
ードの発行管理、システム運用について検証します。

　その後、ハノイ市のイニシアチブにより、他路線への拡大、電子
マネーの導入、BRT、都市鉄道など公共交通ネットワーク全体へ
普及、他分野（金融、流通・サービス等）のICカードとの統合、ベト
ナム全土へ相互利用というような展開が期待されています。

■感想
　「ICカードパイロットプロジェクト」は「ハノイ市公共交通改善プ
ロジェクト」の一環で行うものです。将来的には都市鉄道（1号線、
2号線など）やバス高速輸送システム（BRT）といった公共交通機
関や電子マネーにも応用が可能との事で日本と同じような感覚で
公共交通機関を利用しやすくなるのではないかと思います。
　また、日本のICカード技術は、世界トップレベルのセキュリティ
技術を有しており、その技術・ノウハウについては世界をリードし
ています。近い将来ベトナムでも本格的なICカードの普及が始ま
ると予想されており、今からしっかりと基礎作りとベトナム人技術
者の育成をして、ベトナム社会に合ったシステム・サービスを構築
していくことが重要だと感じました。

　今後、ベトナムの公共交通機関がより快適になり、利用者が増
えることで交通渋滞、交通事故、大気汚染などの緩和に繋がるこ
とが期待されます。

「いつもの電話で会議する」という発想。
その会議システムを導入するその前に
電話につなぐタイプの新しい会議ツール「R-Talk」が 1 台あれば、日本とのミーティング、
離れた工場との急な打合せもその場ですぐに始められるから、海外拠点の頼もしい味方です。

ついにベトナム上陸！
日本で大好評の会議用マイクスピーカー

いつもの電話やスマホで
いますぐカンタン遠隔会議1

特別な回線や難しい設定いらず
どこでもその場が会議室に2

大勢の声も聞き取りやすく快適で
長時間でもストレス知らず3
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「どうやって使うの？」まずはお試しを！ ［製造元］ 日本製 /  M a d e  i n  J a p a nR - T a l k
お問合せ先

株式会社アルメックVPI、西日本鉄
道株式会社、ソニー株式会社、大日
本印刷株式会社、株式会社NTTデ
ータ

｛管理｝ハノイ市交通局、公共交通管理局
｛運営｝ハノイ市バス公社（TRANSERCO）


